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瓦 礫 の 上 で
一 ポス ト・モダン芸術の可能性をめ ぐって ー
勝 又 正 直
要 約
「ポス ト・モダン」 と呼ばれる現代にあって、芸術 はどのような可能性を有 しているのであろうか。本稿では、
現代芸術のい くつかの作品をみることで、ポス ト・モダンの状況において、現代芸術が何を模索 しているかを探
る。「大 きな物語」の失墜の後、まとまりを失い細分化 し瓦礫のようになった現実の破片か ら、安直な代替物語
にたよることな く、現実を再構築することが求められているのではないだろうか。
キーワード:ポ ス ト・モダン、現代芸術、瓦礫、代替物語
ゲ ル マ ニ ア
1993年 の 夏 、 私 は砕 か れ た大 理 石 の上 を 歩 い て い た。
設 置 され た白 い壁 に はGERMANIAと だ け書 か れて あ つ
た 。 床 の 大 理 石 はす べ て剥 が され砕 か れ 折 り重 な り散 乱
して い た 。 崩 壊 の あ と の廃墟 と しか言 い よ うな い この展
示 の な か で、 しか し、 瓦 礫 の大 理 石 は、踏 まれ るた び に、
高 く美 しい音 を 立 て た。 私 に は な ぜ か、 そ れ が 崩壊 と絶
望 の 彼 方 の 救 済 をつ げ る希 望 の音 の よ う に聞 こえ た。
1　 ハ ン ス ・ハ 一 ケ 『ゲ ル マ ニ ア 』(1993)1)
第43回 ベ ネ チ ア ・ビエ ンナ ー レに お い て ドイ ツ連 邦 共
和 国 館 はハ ン ス ・ハ ー ケ(Hans　 Haacke)の 作 品 を 展
示 した(同 時 展 示 は ナ ム ジ ュ ン ・パ イ ク(Nam　 June
Paik1932～)の 回 顧 展 で あ った)。 い や展 示 とい う よ り
はむ しろ ドイ ツ館 自体 が ハ ーケ の 作 品 と な っ た と い うべ
きか も しれ な い。 ベ ネ チ ア の ドイ ツ館 は1909年 に建 築 さ
れ たが 、1937年 に ナ チ ス支 配 の ドイ ツ第 三 帝 国 に よ って
改 築 され た2)。 ハ ー ケ は ヒ ッ トラ ーが この館 を訪 れ た 時
の写 真 な ど を館 の正 面 に掲 げ、 この館 が ナ チズ ム と関 わっ
た 歴 史 を しめ した うえ で、 中央 ホ ール の 床 の大 理 石 を う
ち砕 いて そ こ に廃 墟 を 出現 させ た の で あ る。 そ して 設 置
さ れ た 白 い 壁 にGERNANIAと い う文 字 を 掲 げ た の で
あ る。 ドイ ッ を意 味 す る ラテ ン語 「ゲ ル マ ニ ア」 と書 か
れ たそ の 場 所 を ま さ に崩 壊 した 瓦 礫 の 山 に変 え たハ ー ケ
























不満 と不安、冷たく湿った貧 しさで覆われつつ ある。社
会的にはむしろ東の空気が西へと浸透 していっている。
ハ ンス ・ハーケは1936年 ドイツのケル ンに生まれ、19


































































握でも、芸術家(主 体)の 表現 としての作品(客 体)で






























らを虐げ傷つ ける 「支配的物語」(dominant　 story)に
組み敷かれている、とされる。カンセラーとの会話を通
じて、クライエントは、それ とは別の物語を紡 ぎだ し、
さらにその物語のなかで自己を位置づけることで、支配















代替物語 は別の葛藤 と隷属へとひとを導 くか らである。
伸びやかな自分を取 り戻すべ く人は対話のなかでみずか
らの物 語 を 紡 ぎだ して いか な くて は な らな い の で あ る。
「部 屋 」 の 秘 密
この 支 配 的 物 語 か ら自分 を解 放 しよ う とす る模 索 、 そ
の芸 術 的 な現 れ と して ま ず思 い浮 か ぶ の が 、 ル イ ー ズ ・
ブル ジ ョ ワ(Louise　 Bourgeois)の 一 連 の 作 品 で あ る。
ル イ ー ズ ・ブ ル ジ ョ ワは 、1911年 フ ラ ンス の富 裕 な家
庭 に生 まれ 、 パ リで彫 刻 な どを学 ん だ の ち、 ニ ュ ー ヨー
ク に移 り住 み、 活 動 を つ づ け、1980年 代 に な って よ うや
く知 られ る よ うに な った作 家 で あ る。 彼 女 の証 言 に よ れ
ば 、 事 業 家 で あ った彼 の父 親 は、 家 族 に た い して独 裁 者
と して 振 る舞 い、 同 時 に子 ど もた ちの 家 庭 教 師 と して 同
居 して い た女 性 を 十年 に わ た り愛 人 に して い た とい う9)。
ブ ル ジ ョ ワの作 品 は 、彫 刻 で あ れ 、 ドロー イ ング で あ
れ 、 イ ンス タ レー シ ョンで あ れ 、 こ う した 自伝 的 要 素 を
核 に して い る が、 と りわ け彼 女 が1991年 か ら作 り続 け て
い る 「部 屋 」(Cell)と 呼 ば れ る一 連 の 作 品 は、 家 庭 教
師 が 父 親 の愛 人 で もあ った とい う、 この 家 庭 の公 然 の秘
密 を テ ー マ に して い る10)。これ らの 作 品 で は、 閉 ざ さ れ
た部 屋 の な か で お こな わ れ た で あ ろ う、 父 と家 庭 教 師 と
の間 の、 残 忍 な秘 め事 が 、 犯 行 現 場 の 再 現 の よ うに展 示
され て い る。
2.ル イー ズ ・ブル ジ ョワ 『部 屋lll』(1991)11)
そ こで 反 復 され る イ メ ー ジは、 た とえ ば 、少 女 を貫 く
男 根 の イ メ ー ジ、 女 性 器 と乳 房 が 合 体 した イ メー ジ、 張
りっ め た 切 断 され る少 女 の 裸 体 の イ メ ー ジな どで あ る。
この 一 連 の 作 品 は父 と家 庭 教 師 の関 係 を テ ー マ に して い
る はず で あ る。 しか し作 品 か ら私 た ち が受 け る印象 は じ
つは も っ と まが まが しい もの で あ る。 私 た ち が この 作 品




ルイーズは父親に溺愛された娘であった。 しか し父 に





















































ン・ボルタンスキー(Christian　 Boltanski)を 知 って
いる14)。
ボルタンスキーは1944年 パ リ生まれのユダヤ人である。



























い痛 みの声 を響 かせ る。 「痛 み の痕跡 」(Schmer-






現実をそれが持 っていた文脈から引き離 し再構成 して
提示する芸術 として、私たちは昨今のメディア ・アー ト
を知 っている。その多 くが、写真や ビデオの情報をデジ






もちろん、昨今メディア ・アー トでは 「ヴァーチャル ・
リア リティ」(仮 想現実)へ の熱狂が著 しい。 しか しこ




はメディアの作 った世界を現実 と錯覚するという(新 し
いメディアにたいして常に言われて きた)「 メディア麻












が うまれつつ あることに、私は可能性を感 じる。







振 りなが ら、家族愛か ら国家のための戦 いへと人々を煽
る陳腐な物語を語 っている。家族の愛 と国家への愛とい
う本来逆説的にしか接続 しないものが、そこでは連続 し




ここで私たちは、ベ ンヤ ミンの 「歴史の概念のために」
のなかのつぎのような文章を思い起こす。




















「正 義 」 と い う名 の 報 復 へ と押 し流 さ る こ と な く、 私
た ち は 今 こ こ に 踏 み と ど ま ろ う 。 「痛 み の 痕 跡 」 が さ し
し め す 暴 力 の 連 関 を 見つ け だ そ う。 そ し て 足 元 の 瓦 礫 の
そ の 一 片 一 片 が た て る 高 く澄 ん だ 音 に 耳 を す ま せ よ う。
そ の と き 、 ひ とつ 一つ 音 が 響 き合 い 、 こ の 崩 壊 の 向 こ う
に あ るか も しれ な い 救 済 の 希 望 をつ げ る 音 楽 と して 、 私
た ち に 聞 こ え る か も しれ な い の だ か ら21)。
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                                     Abstract 
 What kind of possibility does the art have in post-modern time? In this article we investigate what 
the modern art gropes for in the post-modern time by referring to some works of the contemporary 
art. After the fall of "the great story," the reality lost the unity, and it subdivided into debris . Is it 
demanded to reconstruct the reality out of the debris without depending on cheap alternative stories? 
Key words: post-modern, contemporary art, debris, alternative stories
